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デジタルネイチャー研究開発センターで音響浮揚と波面ホロ
グラムの研究を行っている。音響浮揚とは集束した音波を用
いて軽量な物体を浮揚させる技術を指し、2014 年にフェーズ
ドアレイ型音響浮揚機（PAL）が開発されて以来、音響立体デ

ィスプレイやセンチメートル級の物体の浮揚が可能となって
きた。音響浮揚の非線形力学や波面ホログラムを始め、音響
浮揚の基礎技術から応用技術まで幅広く研究を行っている。

英国放送協会 BBC Earth や英国物理学会 Physics World 等の取
材に協力し、音響浮揚の研究成果について社会に発信してい
る。また、英国ロンドン王立協会や英国学術協会が主催する
Public Engagement 活動に積極的に参加し、STEM 教育を促進
してきた。コロナ渦では英国で自宅待機する小・中学生から
の科学工学研究に関する質問に答えるボランティア活動に参
加した。

研究室に参加したい方はデジタルネイチャー研究開発センタ
ーのウェブサイトを参照してください。音響や光学、ファブ
リケーション技術等、落合陽一准教授と幅広い分野の研究を
行っていますので自分の個性を十分に活かせると思います。
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